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●自分たちのしごとで なにができるか SDGS×KEEP 展示会 

 夏休みの観光客で賑わう八ヶ岳自然ふれあいセンターにて、 『SDGS×KEEP 協会』 じぶんたちのしごとを

SDGS目線で整理し、足元を考える  をテーマに展示展を主催しました。 

 キープ協会は多種多様な仕事の集まる財団です。しごとを通じて地域や社会に貢献したい、その可能性を整理しな

おし、まとめあげることで、自分たちが再認識する機会になりました。また、それを来館者の皆さんにも見ていただき、

自分達のできることを考えてほしい、というねらいも掲げました。  

具体的には、①清泉寮ホテルの自然エネルギー利用 ②レストランや売店の食材の地産地消 ③ジャージーのミル

ク生産では牛も人も健康な農場を目指すこと ④そのミルクで安心安全なオリジナル商品を届けていくこと など、

観光地を舞台にキープは何ができるのか、目指すのかを再確認。また、地域の拠りどころ・ヨハネ保育園の運営や、

未来の人づくり・環境教育、気候変動教育、そして教会の祈りの精神の継承なども位置づけました。 そして、そのす

べての恵みを支えている、八ヶ岳の豊かな自然、森、地下水を守り続けていくことも重要と位置付けました。 

詳細がWEBにまとまっています、是非ご覧ください https://www.keep.or.jp/special-sdgs_01.html 

 

●北杜市こども環境フェスタ・オンライン 今年も開催です！  

 北杜市地球温暖化対策•クリーンエネルギー推進協議会（グリーン北杜）主催のオンラインイベントが開催されます。

“次世代を担う子どもたちが、映像を通じて地球温暖化問題や環境保全について楽しく学び、考える力を養い、地元

への愛着心を育むことを目的として開催する「子ども環境フェスタ」。北杜市の企業や団体、自治体と、あらゆるセク

ターが協力し合って、YouTube から見られる動画を配信します。お好きな時間、お好きな場所で、ご家族みなさま

とぜひご覧ください。” なお、センターも新しい動画で参画しました！ぜひご覧ください。 

 ●詳細はグリーン北杜 ＷＥＢ https://www.greenhokuto.jp/wp/ 

 

●12月 18日開催 『八ヶ岳エコハウスほくほく で 暮らしのヒントを探ろう！』 センター主催 

 北杜市須玉町にある『八ヶ岳エコハウス ほくほく』は、八ケ岳の南麓で再生可能エネルギー100％の暮らしをし

たいとリノベーションしてできたエコハウスです。これまで、様々な世代が家での暮らしやワークショップを通して、暮

らしや家づくりを考える場づくりが開かれています。家づくりは今も継続、そのノウハウを公開し、次に繋げるべく活

動を展開されています。今回は、このエコハウスにおじゃまし、実際に家にふれ、お話を聞きながら、自分たちの暮ら

しについて考える、それを広めるアイディアを生み出す研修会を開催します。 

ご興味ある方は、センターまでお問合せください。 https://www.keep.or.jp/yccca/ 

 

●1月 10日開催 『推進員研修会・気候変動の地元学を動かしたい人、はじめの一歩』 センター主催 

今回の推進員研修会は、気候変動教育や気候変動の地元学で有名な、白井信雄さん（武蔵野大学工学部サステナビ

リティ学科／環境システム学科 学科長）を講師にお招きして開催します。最近の気候変動教育の動向や動き（適応や、

緩和）、気候変動の地元学とは？ 地元学の各地域での事例紹介、 山梨で・自分の暮らしの場で・どう動かすか、な

ど、『気候変動対策×地域活性化』をテーマにします。会場は山梨県立図書館、オンラインとのハイブリット開催です。 

こちらも、ご興味ある方は、センターまでお問合せください。 https://www.keep.or.jp/yccca/ 

 

 

 

 

 

 

 

●第 11期 山梨県地球温暖化防止活動推進員 委嘱式・研修会 を開催しました 

9月 1日、恩賜林記念会館にて、4年ぶりに開催の山梨県地球温暖化防止活動推進員の委嘱式が行われ、106名

の方々がメンバーになりました。新規の方、20名も含めて、どうぞよろしくお願いします。 

委嘱式では、長崎県知事からの委嘱状を、環境・エネルギー課・部長 関尚史さんから推進員に渡されました。また、

活動の手引きを用いて、実際の活動方法や支援内容、各種関連機関について説明がありました。後半には、当センタ

ーの事業説明をさせて頂き、推進員への支援内容について詳しくお話ししました。 

そして、研修会で一番の盛り上がりをみせたのが情報交換会です。27 市町村の推進員と自治体の方が会場にい

らっしゃいまして、地域も立場も関係なく MIX でグループ作り。 ①自己紹介 ②コロナ時期はどうしていたか？ 

③最近、こんな活動が再開してきたよ！ という３つのお題でディスカッションをしました。豊かな話題にあふれ、時

間延長するくらいに話しておられました。司会のセンター長・鳥屋尾も、「顔を合わせて情熱と情報を交し合うのは大

切な時間ですね、一緒にがんばって活動していきましょう！センターも支援させて頂きます」とまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

●令和５年度 山梨県地域脱炭素ステップアップ講座（第２回）  取材報告 

９月２８日、山梨県自治会館にて、県内自治体の地球温暖化対策担当者を対象とした講座が開催され、地域の課題

解決、地域の魅力と質の向上に資する地域脱炭素事業について検討する機会となりました。会場は、脱炭素の社会

実装に向けて「今取り組まなければ！」という使命感あふれる空気に包まれていました。 

講座は、『一般社団法人再生可能エネルギー地域活性化協会』の活動紹介から始まり、太陽光 PPA や再エネの地

産地消、ZEB・ZEH、EV、ソーラーシェアリングなど各社の脱炭素技術をプレゼン。また、事業者が自治体に求める

こととして、複数自治体による連携や住民の理解醸成などを具体的に明示されました。 

後半は、自らの地域で脱炭素実現の取り組みを検討するワークショップ。地域の課題や強み、環境省の『自治体排

出量カルテ』を参考に現状を書き出し、他の自治体と意見交換する中で、自らの地域を多面的に捉えてアイディアを

整理しました。善いポイントとして、その取り組みを通じて地域課題の解決にまで考えを巡らせる案が多かったです。 

最後に、講師より 

「地域脱炭素は大きなチャレンジでありチャンス！」実現のためには、 

「地域社会の変革」「組織の変革」「個人の変革」が必要とのエールが。 

 地域脱炭素は、事業者×自治体×市民×… と、連携してはじめて 

実現することだと感じました。地域住民一人一人の力も不可欠。 

地域の脱炭素の取り組みが活発になることを願って、 

共に地域脱炭素の世界を創っていきましょう。 
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